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本日は、櫻田ガバナー公式訪問例会です。 

公式訪問ゲスト紹介
� RI第2500地区ガバナー� 櫻田正弘�様
� 第6分区ガバナー補佐� 伊藤儀三�様
� 地区副幹事� 山本貴一�様
� 地区副幹事� 堂田佳裕�様

ビジター紹介
� 福岡南ロータリークラブ� 林　弘美�様
� 帯広南ロータリークラブ� 佐藤和年�様

バナー交換
� 福岡南ロータリークラブ� 林　弘美�様
� RI第2500地区ガバナー� 櫻田正弘�様

会長報告
◦�本日10:30より櫻田ガバナーに出席いただき第3回
クラブ協議会を開催しました。
◦�ガバナーから激励と貴重なご示唆をいただきました。
◦�香川県高松RCの75周年記念式典に出席してきまし
た。高松RCとの交流を検討しておりますが、先方
は既に理事会決定をしているようです。
◦�皆さんの異存がなければ、今後、交流、友好を進め
させていただきたいと思います。
◦�高松RCは会員数87名、四国最大、香川県を代表す
るクラブで、80歳台の会員も大勢おられる。
◦�記念講演は著書「国家の品格」で有名な数学者藤原正
彦氏で、感銘を受けるものでした。
◦�高松RCのおもてなしは素晴らしく、懇親会も殆ど
の会員が奥様同伴で、大変格調の高い雰囲気でした。

会務報告
◦�櫻田ガバナーよりご厚志をいただきました。
　青少年育英基金に積み立てることとします。
◦�8月2日、新入会員オリエンテーションを開催します。

委員会報告
◦ 国際奉仕委員会 越智委員長
　�　8月11日、菅井貴子さんの講演会に続くJICAナ
イトを移動例会とします。再度、一人でも多くの出
席をお願いします。

ニコニコ献金（次週に披露させていただきます）

プログラム   （理事会）
　櫻田ガバナー講話、及びクラブ協議会については次
ページに掲載。

櫻田ガバナー、伊藤ガバナー補佐、山本、堂田両副幹事

櫻田ガバナー公式訪問例会



◦�ボーイスカウトの活動はロータリーと共通するものがあ
り、ロータリーの精神と似ています。

◦�日本ボーイスカウトの初代総裁は、関東大震災時の東京
市長で、震災後の復興では多大な功績を挙げた後藤新平
さんですが、その後藤さんがボーイスカウトの子供たち
に残したメッセージがあります。

　　人のお世話にならぬよう、人のお世話をするように
　　そして、報いを求めぬよう。
◦�人間として生きる上で、大切なことであり、ロータリー
の奉仕の心と同じです。

◦�ボーイスカウトでは、どんな事態になっても自分で自分
を処していくことが大事で、そのトレーニングとして
キャンプなどでの活動があり、そこで実際に森の中で、
厳しい環境の中で学んでいきます。

◦�その上で、人のお世話をする、つまり奉仕とは自分の心
の発露としてあるべきと思います。

◦�また、自分の仕事は天職と考え自分の仕事に誇りを持つ、
それが職業奉仕と思います。

◦�帯広西クラブは素晴らしいクラブです。今後も皆さん、
御活躍下さい。

◦�櫻田ガバナーに同行して第6分区各クラブを訪
問して感じたことは、会員数が少ない遠方の
小さなクラブではメーキャップをする場所、
機会がないということです。

　�他クラブの移動例会にみんなで参加するメー
キャップを勧めましたが、どうか優しく受け
入れていただき、クラブ間の交流を図って下
さい。

◦�近くのクラブを大事に考え、力を合わせての
行事や事業を通じて交流し、ロータリアンと
しての幅を広げることもいいと思います。

RI第2500地区ガバナー　櫻田正弘 様

伊藤儀三ガバナー補佐

ガバナー公式訪問例会　講話

スピーチ

バナー交換

櫻田ガバナーから新会員へ地区テーマバッジの贈呈
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第３回クラブ協議会の模様

◦�香川県高松ロータリークラブの75周年記念
式典に、大友幹事と出席してきました。伝
統のあるクラブならではのホスピタリティ
を随所に感じ、「ロータリーっていいなあ」
と改めて感じました。

◦�我がクラブも40周年を迎えましたが、40年
を経て失われたものの発掘と新しい時代に
何かを探すことで、明日に繋げていきたい
と思います。

◦�「学ぼうロータリー」　
　　�ロータリーとは何かを考えてみたい、それをキーワードに、いまの日本

のロータリーの動き、流れを学ぶために、活躍されている先輩ロータリ
アンにお話を伺い、ロータリアンとしての考え方、姿勢を学びたいと思
います。

◦�「訪ねようロータリー」
　　�クラブの独善から脱して、先ずは多くのクラブとの友好を図って行きた

いと思います。新しく制作したバナーを持って各地のロータリークラブ
を訪ねて下さい。

◦ 「学ぼうロータリー」「訪ねようロータリー」
　　これを2本の柱として今年度のクラブ運営をしていきたいと思います。

◦�各委員会ごとにコメントをいただく。
◦�他のロータリークラブから学ぼう、自分のクラブの新しい道を探そうとい
う明確な目的、また、親睦と奉仕、その両輪をしっかりと組み合わせて回
していこうという明確な意志があり、頼もしいと思います。頑張っていた
だきたいと思います。

◦�一人のロータリアンとして、何か社会のお役に立ちたいと思いを持つこと、
それが「奉仕」であろうと思います。

◦�「ロータリーの友」への投稿、中でも「アット・ワーク」への投稿、報告をお
願いします。

運営方針　川田会長

■ 総評　櫻田ガバナー

■ 各理事、各委員会より活動方針の説明



◦�訪��問��者／川田会長、大友幹事
◦�訪��問��日／ 2012年7月24日
◦�創　　立／昭和12年7月24日�（1937年）
◦�再��承��認／昭和25年3月 9日�（1950年）�
◦�会員総数／正会員�79名
◦�クラブの平均年齢／ 60.69歳
◦�例会日時／毎週木曜日�12:30～13:30�
◦�2012～13年度／会長　福家�嘉孝
　�　　　　　��　　幹事　鍋嶋�明人

高松ロータリークラブ （香川県）

バナー紹介


